
 

表４－１ 箕面市の景観の地区タイプ 
 

箕面市の景観の地区タイプ 

北摂山系 

   ●山なみ景観保全地区 

   ■山すそ景観保全地区   

千里丘陵（南部丘陵） 

河川及びその周辺   

農地・ため池 

幹線道路及び沿道 

  ○府道豊中亀岡線沿道 

  国道 171 号沿道 

   国道 423 号（新御堂筋）沿道 

   府道箕面池田線（山麓線等）沿道 

市道中央線沿道 

市道千里２号線及び府道箕面摂津線沿道 

   市道小野原豊中線沿道 

市道小野原中村線及び府道山田上小野原線沿道 

昔からの集落地区 

歴史的・文化的な趣のある地区 

古くからの計画的住宅地区 

   ◎桜ヶ丘二丁目大正住宅博覧会地区 

○桜ヶ丘二丁目大正住宅博覧会周辺地区（田村橋通り沿道、紅葉橋通り沿道含む） 

○百楽荘弥生通り沿道 

計画的住宅地区（戸建て住宅地区） 

計画的住宅地区（中高層住宅地区） 

箕面の核となる地区 

   箕面駅周辺地区 

   ○滝道沿道（風致地区含む） 

   桜井駅周辺地区 

   芦原公園周辺地区 

   船場団地地区（大阪船場繊維卸商団地地区） 

   ◎箕面新都心地区（かやの中央地区） 

新規開発地区 

   彩都（国際文化公園都市）地区 

◎彩都粟生地区（平成 20年８月区域変更） 

箕面森町（水と緑の健康都市）地区 

◎ 箕面森町(水と緑の健康都市)地区 

（平成 20年３月追加・平成 21年７月区域変更） 

   小野原西地区 

◎小野原西地区（平成 20年３月追加） 

その他の地区 

   ◎今宮三丁目東急不動産開発地区 

◎外院二丁目地区 

特に重点的に景観形成を図る地区 

●山なみ景観保全地区 

■山すそ景観保全地区 

◎都市景観形成地区 

○景観配慮地区 
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 山すそ景観保全地区 

■地区の景観特性と景観形成の課題 

（山なみ景観を活かした景観形成） 

● 北摂山系の南側斜面一帯の山麓部は、市の景観を構成する最も重要な要素として、山なみ景観

保全地区や風致地区の指定等による保全措置が講じられ、樹林そのものの保全が図られてきま

した。しかし、最近では山麓周縁部における建設行為が相次いで計画され、その都度、山なみ

景観や山なみと一体となって残っているまとまった緑への影響が問題となりました。 

● 市街地から見た山なみ景観を保全するためには、視対象である山麓部の保全とあわせ、山麓周

縁部の景観形成が重要な役割を担っていることを市・市民・事業者が認識するとともに、建設

行為を行う際には山なみ景観へ十分な配慮を行うことが必要です。 

● 山すそ景観保全地区の景観特性は市街化調整区域と市街化区域の区分によって大きく異なって

います。市街化調整区域は、市街化を抑制する区域であり、田畑が広がり、背景となる山なみ

と一体となって豊かな自然景観を形成しています。また、昔ながらの趣を残す集落が残るなど、

落ち着いた佇まいを形成しています。一方で、一部には、適切な目隠しや緑化などによる修景

が施されていない資機材置き場などが見られ、背景となる山なみや周辺の自然から浮き立って

いるところも見られることから、こうした行為を行う際には周辺自然景観への配慮が求められ

ます。 

● 市街化区域は、低層住宅を中心とし、一部、中・高層住宅が立地しています。特に、景観上大

きな影響を与える中・高層住宅にあっては、地形に沿って配置された住棟、壁面の分節化や山

の稜線と調和する屋根形状などの配慮が見られます。また、計画的に配置された緑も時間の経

過とともに成長し、山なみと一体となって、中・高層住宅のボリューム感や人工的な印象を軽

減する要素となっています。新築、建て替えや塗り替え時には、四季折々の彩りを見せ、なだ

らかな稜線や樹種の変化に富んだ山なみに調和するよう配慮が求められます。 

 

〈景観形成の方針〉 

◇市街化調整区域においては、背景となる山なみ景観との調和とあわせて、山すそ部に

広がる田園景観との調和を図るため、建築物及び擁壁等その他の構造物が周囲から見

えないよう配慮する。 

◇市街化区域においては、背景となる山なみ景観との調和を最大限図るため、建築物等

のボリューム感や人工的な印象の軽減を行い、自然になじむ配置・形態・意匠・色彩・

緑化等による十分な配慮を行う。 

 

■具体的な方策 

（市街化調整区域） 

・建築物及び擁壁等その他の構造物が周辺から直接見えにくいよう工夫する。 

・既存樹木を保全・移植することにより最大限活かす。 

 

（市街化区域） 

・建築物等のスカイラインは、配置、階高等の工夫により山なみの稜線に配慮する。 

・建築物等は、直線の多用を避け、曲線を取り入れる、分節化するなどの配慮を施す。 

・建築物等は、勾配屋根とするよう努め、山なみの彩りと調和する色彩とする。 

・建築物等は、既存樹木の保全や屋上緑化などにより、人工的な印象やボリューム感を軽減する。 

■関連する取り組み 

・箕面市の市街化調整区域における土地利用の基本的なあり方（H21） 

＊山すそ景観保全地区の追加に伴い、Ⅳ-10（山麓周縁部の景観保全）及びⅣ-11（山麓周縁部）の項を削除。 
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